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ーそれぞれの思い出アj
レバム開いて下さいー 

A生活発表会でPーコマ 
め組のバレーい 

A ラデ三ーお江戸 

三
月
と
言
え
ば
『
卒
業
』
の
季
節
と
、
一
番
に
思
い
浮
か
ば
れ
る
方
も
多
い
 

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

町
内
の
保
育
所
の
園
児
達
、
小
学
校
の
児
童
達
、
中
学
校
の
生
徒
達
も
巣
 

立
ち
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
 

園
児
、
児
童
に
と
っ
て
は
、
期
待
と
不
安
が
待
っ
て
い
る
、
新
た
な
学
校
生
 

活
の
始
ま
り
に
向
か
っ
て
の
『
卒
業
』
が
・
・
・
 

中
学
生
に
と
っ
て
は
、
義
務
教
育
を
終
え
て
高
校
へ
進
学
す
る
者
、
就
職
 

し
て
町
を
離
れ
て
い
く
者
と
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
一
度
に
大
き
な
別
れ
 

の
時
が
や
っ
て
来
ま
す
。
 

昨
日
ま
で
共
に
机
を
並
べ
て
笑
い
、
泣
き
、
競
い
合
い
あ
っ
て
い
た
ク
ラ
 

ス
メ
ー
ト
達
、
勉
強
面
だ
け
で
な
く
精
神
面
で
も
励
ま
し
と
叱
陀
を
与
え
続
 

け
て
く
れ
た
恩
師
達
、
も
う
通
う
こ
と
の
な
い
学
舎
、
今
ま
で
毎
日
当
た
り
 

前
の
よ
う
に
身
近
に
あ
っ
た
も
の
と
『
卒
業
』
と
い
う
別
れ
の
季
節
が
・
・
・
 

卒
業
す
る
み
な
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
て
い
 

る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
こ
れ
だ
け
は
忘
れ
ら
れ
な
い
学
校
行
事
、
心
に
残
し
 

て
お
き
た
い
と
思
う
日
常
の
出
来
事
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

卒
業
写
真
の
中
に
は
、
自
分
だ
け
の
思
い
出
も
一
緒
に
綴
じ
込
め
ら
れ
て
 

い
ま
す
。
写
真
を
眺
め
る
時
、
な
つ
か
し
い
顔
と
共
に
、
そ
の
時
を
思
い
出
す
 

事
が
、
こ
れ
か
ら
先
、
幾
度
と
な
く
あ
る
こ
と
で
し
よ
う
。
 

そ
ん
な
、
み
な
さ
ん
の
心
の
思
い
出
の
卒
業
写
真
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
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国
民
年
金
保
険
料
の
 

免
除
制
度
 

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
と
は
、
 

所
得
の
減
少
や
失
業
等
で
経
済
的
に
保
 

険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
に
申
請
し
 

て
承
認
さ
れ
る
と
全
額
ま
た
は
半
額
保
険
 

料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
の
こ
と
で
す
。
困
 

っ
た
と
き
は
、
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
に
ぜ
 

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

イノシシ駆除の 
お知らせ 

3月11日よりイノシシの一斉駆除（方 

城町猟友会による）を行いますので、 

山林に入る方は、注意願います。 

免除制度には… 税務課からのお願いです 

固定資産税について 
半額免除 

申請して承認されると国 

民年金保険料の半額（6,650 

円）が免除されて残りの半 

額を納付する（納付しなし、 

と未納期間になります） 

全額免除 
申請して承認されると国 

民年金保険料の全額（13,300 

円）が免除される 

固定資産税は、毎年1月1日所有の方 

に課税されます。 

また、家屋を新築、増築、滅失された方 

は連絡ください。 

自動車税について 

免除の対象となるのは 

( ）内は収入 〇免除の基準となる収入の目安 

世 帯 員 数 全額免除 半額免除 

夫か妻のい 
ずれかのみ 
に所得（収 
入）のある 
世帯の場合 
の目安 

4 人 夫婦ー子2人 

世帯・・・子の1人は16歳以上 
23歳未満 

164万円 
(264万円） 

285万円 
(424万円） 

3 人 夫婦．子1人 

世帯・・子の1人は16歳未満 
129万円 
(210万円） 

215万円 
(333万円） 

2 人 夫婦のみ 
世帯 

94万円 
(159万円） 

172万円 
(271万円） 

単身世帯の 
場合の目安 

身
帯
 

単
世
 

35万円 
q00万円） 

85万円 
(150万円） 

①所得（収入）が一定基準（右下表参照）を下回る方 

免除は申請すればどなたでも承認されるものではなく、 

家族構成などにより免除の対象となる所得（収入）が基準と 

なる金額を下回る場合に、全額免除あるいは半額免除が承 

認されることになります。 

②障害者または寡婦で前年の所得が1 25万円 

以下の方 

③生活保護法による生活扶助以外の扶助を受 

けている方 

④風水害、失業等で保険料の納付が困難でその 

事実を証明できる公的機関の書類を提出で 

きる場合等 

事実を証明できる書類とは・・・失業の場合は雇用保険の雇 

用保険受給資格者証または離職票の写しなど 

自動車税は、毎年4月1日の登録名義 

人に課税されます。 

『車を下取りに出した』・『廃車手続きを 

お願いしている』等第三者に依頼してい 

ましたら、もう一度確認してください。 

3月1口～4月30日まで 

口の出～日の人りまで 

町内中山間地域 

【上弁城（岩屋）、広谷、長浦】 

駆除方法 銃器及び箱わなによる駆除 

問い合わせ先 

方城町役場 農政課 

公22・〇520 内線151 

間

間

域

 

期

時

区

 

× ノ 

免除の期間は、 

申請月の前月から翌年6月（次の6月）までです。 免除の申請はお早めに” 

★平成15年度に承認された方は平成15年6月までの保険料が免除されています。 

★免除は毎年申請が必要となります。届け出がおくれると承認されるまでの期間は納 

付の必要がありますので忘れずに申請しましょう。 

★半額免除の承認を受けても、残る半額（6,650円）の保険料を2年以内に納付しなか 

った場合は未納期間となりその間の事故や病気で重い障害が残っても、障害基礎年 

金は支給されない場合がありますので納め忘れにご注意ください具！ 

平
成
 16 
年
度
 

就
学
援
助
費
申
請
受
付
 

方
城
町
在
住
で
、
町
内
の
小
・
中
学
校
に
通
っ
 

て
い
る
児
童
・
生
徒
を
持
つ
保
護
者
の
、
経
済
状
 

況
が
生
活
保
護
に
準
じ
る
程
度
と
認
め
ら
れ
た
 

場
合
は
、
就
学
援
助
制
度
の
適
用
を
う
け
る
こ
と
 

が
で
き
ま
す
。
 

1
、
就
学
援
助
の
種
類
 

学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
、
校
外
活
動
費
（
見
学
 

旅
行
費
）
、
新
入
学
用
品
費
（
小
・
中
学
校
1

年
生
）
 

医
療
費
（
学
校
病
の
み
）
 

2
、提 

出
 
書
 
類
 

①
就
学
援
助
申
請
書
（
学
校
教
育
課
に
あ
り
ま
す
）
 

②
家
族
全
員
の
住
民
票
（
役
場
住
民
課
戸
籍
係
）
 

③
所
得
証
明
（
役
場
税
務
課
）
 

18 

歳
以
上
の
方
全
員
、
但
し
学
生
は
除
く
 

3
、
受
付
及
び
問
合
せ
 

3
月
 10 

日
（
水
）
か
ら
 19 

日
（
金
）
 

（
土
・
日
を
除
き
午
前
8

時
 30 

分
か
ら
午
後
5

時
 

ま
で
）
 

方
城
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
 

公
2
2

・
〇
5
2
o

（
内
線
2
5
2
) 

※
申
請
時
に
は
印
鑑
、
預
金
通
帳
を
持
参
く
だ
さ
 

、

 

。
 

・し 所
得
等
に
よ
り
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

ノ 

~ 

悪質商法から 

身を守ろう！! 

未 納 半額免除 全額免除 

保険料の半額を納めると受 受給資格期間に算入されま 

給資格期間に算入されます せん 

受給資格期間に算入されま 

す 

老齢基礎年金を受けるため 
の必要な期間として 第3回 

免除期間は年金額に3分の 年金額に反映されません 

2 として計算されます 

免除期間は年金額に3分の 

1 として計算されます 

保険料を納めたときと同じ 年金を受けられないときも 

扱いです あります 

保険料を納めたときと同じ 

扱いです 

受け取る老齢基礎年金の年 
金額の計算は 

障害基礎年金や遺族基礎年 
金を受けるときは 

被害に遭わない 
ために 

2 年を過ぎると納めること 

ができません 

免除された分の追納は10 

年以内なら納めることがで 

きます。 

10年以内なら納めること 

ができます 

後から保険料を納めるとき 
は（追納する場合） 問い合わせ先 

飯塚市消費生活センター 

公0948 ・22・0857 

次
に
揚
げ
る
、
「
悪
質
な
業
者
に
だ
ま
さ
れ
な
い
た
 

め
の
 10 

ケ
条
」
を
参
考
に
し
て
み
ま
し
よ
う
。
 

①
身
分
と
用
件
を
し
っ
か
り
確
認
。
 

②
家
の
中
に
入
り
込
ま
せ
な
い
。
 

③
う
ま
す
ぎ
る
話
し
に
は
乗
ら
な
い
。
 

④
財
産
の
話
し
を
他
人
に
し
な
い
。
 

⑤
毅
然
と
し
た
態
度
で
断
る
。
 

⑥
し
つ
こ
い
相
手
に
は
、
1
1
0
番。 

⑦
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
第
三
者
に
相
談
。
 

⑧
サ
イ
ン
は
契
約
書
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
。
 

⑨
契
約
し
て
も
金
額
の
支
払
い
は
後
払
い
に
。
 

⑩
知
識
を
身
に
つ
け
る
。
 

1
月
末
か
ら
2
月
に
か
け
て
、
方
城
町
に
お
い
て
も
 

携
帯
電
話
の
高
額
請
求
の
は
が
き
が
送
ら
れ
て
来
た
 

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
 

困
っ
た
時
は
、
迷
わ
ず
お
近
く
の
消
費
者
生
活
相
談
 

窓
ロ
ま
で
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
 

届出、お問い合わせ等 方城町役場 住民課 国民年金係公2 2・〇520（内線141）まで 
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星給各格童の皆様へ 
りI l勿 白 

◆恩給欠格者とは・・・ 

旧軍人軍属で恩給などを受けていない 
（恩給法令でいう旧軍人軍属であって、年金たる恩給を受 

給するための最短在職年数に満たない方及び旧軍人軍属 

として在職に関連する共済年金等年金たる給付を受ける 

権利のない方をし叫、ます。） 

①外地等の勤務経験があり、加算年を含む在職年が 

3 年以上の方及び在職年が加算年を含めて3年未 

満の方のうち実在職年が1年以上の方に、内閣総 

理大臣名の書状・銀杯を贈呈しています。（独立行 

そ士 政法人平和祈念事業特別基金等に関する法律第 

6久 20条第1項に定める慰労品の贈呈を受けた方は対 

当 象になりません。） 

②内地勤務経験のみの方で、実在職年が1年以上の 

者 方に、内閣総理大臣名の書状を贈呈しています。 

③上記対象者で、請求を行うことなく亡くなられた 

方に、ご遺族からの請求に応じて対象者あての内 

閣総理大臣名の書状を贈呈しています。（③の請求 

期限】平成17年3月31日） 

◆引揚者とは・・・ 

終戦に伴い、本邦以外の地域から引揚げてこら 

れた方 

該 昭和42年の引揚者特別交付金を受給された方に、 

当 内閣総理大臣名の書状を贈呈しています。（請求期限 

者平成17年3月31日） 

※請求書類は、各市区町村の福祉関係の担当課に用意し 

てあります。 

【お問い合わせ先】 

独立行政法人平和祈念事業特別基金 

西0120 ・234・933 まで 

ホームページ http】ノノwww. heiwa. gojpノ 

有料道路における障害者割引制度の改正 
及び手続きについてのお知らせ 

納税通知書の内容を 

点字でお知らせします 

有料道路における障害者割引制度について、今まで利用されていた割 4ィニ斗ーー 

引証が廃止され、新たに割引の有効期間を記載する手続きを行った身体 

障害者手帳又は療育手帳の提示のみで割引が適用となります。 

旧制度（割引証と手帳）での通行は、平成16年5月31日までとなりま 

すので、それまでに全ての方が新規に手続きを行う必要があります。 

（窓口で審査の結果、割引であると認められた場合は、手帳に割引対象自 

動車のナンバー、割引有効期限等を記載いたします。） 

【障害者割引の対象】 

障害者割引の対象となる方、対象となる自動車は 

現行と同様です。 

※対象障害者の方お一人につき、一台のみ登録でき 

ます。 

※車種要件等により、登録できない自動車があります。 

（法人所有車両、レンタカー、軽トラック及び代車等） 

r × 

無線を使って自動的に有料道路の通行料金の 

支払いを行うシステムです。 
、 

手続き窓口及び問い合わせ先 

方城町立保健福祉センター 福祉係 

22 2・5101 

【手続きにご持参いただくもの】 
-ETC をご利用しない場合 

①身体障害者手帳又は療育手帳 

②登録を希望される自動車の自動車検査証（車検証） 

③運転免許証（障害者ご本人が運転される場合のみ） 

④お手持ちの割引証（※必要がなくなりますので返 

― 納してください。） 

-ETC をご利用の場合 

①身体障害者手帳又は療育手帳 

②登録を希望される自動車の自動車検査証（車検証） 

③運転免許証（障害者ご本人が運転される場合のみ） 

④お手持ちの割引証 

⑤ E T Cカード（※原則として障害者本人名義のも 

のに限ります。） 

⑥登録に希望される自動車にとりつけられた車載 

ー 器の「ETC車載器セットアップ申込書・証明書」 

福岡県では目の不自由な人のために、納税通 

知書を送付するときに点字のお知らせを同封す 

るサービスを行っています。 

対象となる税金は、「自動車税」と「個人事業税」 

です。お知らせする内容は、「税金の種類」、「納税 

通知書番号」、「納期限」、「税額」、「問い合わせ先」 

です。また、封筒にも「納税通知書在中」と点字で 

表示されたシールを貼ります。 

このサービスを新しく希望される方は、県庁 

税務課企画係まで電話で連絡下さい。3月末日 

までにご連絡を頂ければ、平成16年度からお知 

らせします。 

) 
 〈申し込み、問い合わせ〉 

福岡県税務課企画係 

公〇92・643・3〇63 

平成15年度 

日本赤十字社 
社資募集の集計 

社資募集期間 

平成15年12月1日～平成16年1月31日 

社資集計 

445 ,830円 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
 

あ
な
た
の
心
配
ご
と
を
 

解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
O
 

⑥
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
「
民
生
委
員
法
」
、
「
児
童
福
祉
法
」
に
よ
っ
 

て
設
置
さ
れ
た
地
域
住
民
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
 

⑨
す
べ
て
の
「
民
生
委
員
」
は
、
子
ど
も
に
関
わ
る
問
題
を
担
当
す
る
 

「
児
童
委
員
」
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
「
主
任
児
童
委
員
」
と
い
う
、
 

専
ら
児
童
に
関
わ
る
相
談
・
支
援
を
担
当
す
る
委
員
も
い
ま
す
。
 

⑥
現
在
、
方
城
町
で
は
行
政
区
割
に
 20 

名
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
 

地
域
に
根
ざ
し
た
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
 

★
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
は
左
記
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

〇
児
童
相
談
所
、
教
育
等
の
関
係
機
関
と
協
力
し
て
、
い
じ
め
や
児
童
 

虐
待
な
ど
の
予
防
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

〇
独
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る
高
齢
者
の
安
否
を
確
認
し
た
り
、
介
護
に
 

関
わ
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

〇
地
域
の
人
々
が
、
地
域
社
会
の
中
で
安
心
し
て
く
ら
せ
る
よ
う
に
さ
 

ま
ざ
ま
な
相
談
に
の
っ
て
い
ま
す
。
 

〇
自
治
体
な
ど
と
協
力
し
て
地
域
の
福
祉
に
つ
い
て
必
要
な
こ
と
等
 

の
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

〇
地
域
の
お
母
さ
ん
方
と
と
も
に
子
育
て
の
仲
間
づ
く
り
を
し
て
い
 

ま
す
。
 

〇
高
齢
者
や
障
害
者
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
て
い
 

ま
す
。
…
等
々
 

⑥
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
 

だ
さ
い
。
あ
な
た
の
心
配
ご
と
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
す
る
 

の
が
、
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
で
す
。
 

⑥
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
、
ご
相
談
内
容
 

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
 

) U 

皆様には、赤十字事業の推進に格別のご支援 

をいただきまして、心から感謝申しあげます。 

社資（社費・寄付金）は、災害救援活動をはじめ、 

医療事業・血液事業・社会福祉事業などの事業資 

金にしています。 

今後とも、皆様の温かいご支援、ご協力を賜り 

ますようよろしくお願いします。 

J 
. ・ 

「今年度を 
振り返って 

遺うプ ら 
食生活改善推進会 

方
城
町
食
生
活
改
善
推
進
会
の
 

今
年
度
の
主
な
活
動
は
、
4
月
の
 

総
会
に
始
ま
り
、
5
月
の
視
察
研
修
、
 

8
月
の
親
子
料
理
教
室
、
 10 

月
の
 

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
教
室
、
 

11 

月
の
健
康
福
祉
ま
つ
り
、
 12 

月
 

の
男
性
料
理
教
室
、
そ
し
て
、
定
例
 

学
習
会
（
毎
月
第
3
金
曜
）
と
併
せ
 

て
行
っ
て
い
る
食
生
活
改
善
推
進
 

員
養
成
教
室
の
実
施
な
ど
、
今
年
 

度
も
精
力
的
に
活
動
し
て
来
ま
し
 

た
。
来
年
度
も
引
き
続
き
、
食
生
活
・
 

健
康
づ
く
り
の
世
話
役
、
案
内
役
 

と
し
て
、
元
気
で
健
康
な
町
づ
く
 

り
の
推
進
力
と
し
て
頑
張
っ
て
い
 

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

参

〇

〇

〇

。
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孤声壇 
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（こ‘ 

二L・裏舞孝f' 
二与・ゴ‘佐慕喜 

ー」r~‘ ど二J .“~A 

乞ンニー証‘一姦る警森 
二，・’ 一・ , ~ J ンー・，~…，，マ 

'‘・一・’ ・’ン 
, r 一 一~ ' ’ ~ンニア・r ーを一h 

‘霧頭露国鷲務・鷺ジ 
二三rg霞蛋シ】f矛今ぐ寧ジ三篇’ 

を舞I嚢讐嘉,『を一篇Iりら 
iョ護で難‘ノ」」篇隻護撃； 

プ寿急rゴにプ難；,え護11華I'’ジ 
ず二蘇藻ぐ三月 

貸LI→警宴 

▲参加者に説明する井上さん、規模の大きさが分ります 

古墳時代の 
伊方ノ＼ 

ようこそ 
1月10日、伊方古墳で発掘調査の現地説明会が開かれ、70人の方が参加しました。 

伊方古墳は以前から石室が大きく（全長11・6メートル）県内でも、これほど大き 

な横穴式石室を持つ古墳は数える程しかなく、昭和52年に県指定史跡に指定され 

ていました。 

今回の調査で、今まで不明だった古墳の規模、出土した遺物からだいたいの時期 

が分かりました。 

また、古墳を取り囲む周溝が見つかり、そこから推定すると、古墳の墳丘が半径1 

6メートル前後、横穴式石室も高さが0・5メートル高くなり、時期としては6世紀終わ 

り頃に作られたと考えられるようになったことも大きな成果になりました。 

参加者達は、職員の説明を熱心に聞きながら古代の伊方に思いを馳せていたよ 

うです。 

伊方古墳は現在整備中ですが、秋には皆さんに、きれいに生まれ変わった姿を公 

開できる予定です。 ▲古代と現代が並んでます 

一ーーーー・ーーー 一ーーーてで・コ 

▲昼休みだけでも、これだけのゴミが集まり 

ー九り'I'旧立マクセル清掃作業活動― 
夢／ 

ま 贈譲 
_t1 ．費‘，手ち熱・謡／ J J 
▲住宅街の近くには、空缶・空瓶だけじゃない、こんな大型ゴミも 

地域社会との 
：ュニケーションの 

輪を広げたい 

ー
月
 19 
日
、
昼
休
み
に
全
従
業
員
が
参
加
し
て
、
工
場
周
 

辺
道
路
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
活
動
は
、
会
社
内
の
環
境
推
進
委
員
が
中
心
と
な
っ
 

て
、
環
境
コ
III
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
社
会
へ
の
 

貢
献
を
し
よ
う
と
、
今
回
初
め
て
取
り
組
み
が
さ
れ
ま
し
た
。
 

短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
従
業
員
の
方
々
が
協
力
し
、
工
 

場
周
辺
の
ゴ
III
拾
い
を
し
た
だ
け
で
、
空
缶
・
空
瓶
等
で
ポ
リ
 

袋
は
何
袋
も
い
っ
ば
い
に
な
り
ま
し
た
。
 

清
掃
活
動
後
に
環
境
推
進
委
員
の
方
が
、
こ
れ
を
機
に
、
 

今
後
は
地
域
で
の
清
掃
活
動
や
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
参
加
し
 

て
い
き
た
い
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
 

この町は自分達が守る●●● 
今年も消防魂の炎は消さない 

―下田川四ケ町連合出初め式ー 

▲消防団員による行進と、方城町を代表して町長表彰を受けた山本数彦さん 

j 

AI 

▲おいしい訳は、私達が愛情をそそいだ、アイガモが育てた米だから… 

以前からアイガモ農法を取り入れ 

て米作りをされてきた勝木隆・ユキノ 

さんご夫婦（新門上）から給食センタ 

ーノ＼1俵のお米が贈られました。 

アイガモ達が育てた100パーセント 

無農薬米です。小学校、中学校の米 

飯給食に使わせてもらいました。子ど 

も達にとって日頃とは違う格別のご 

飯の味だったようです。 

りい中学生のみなさんへ 
おいしい心の贈り物 

ー
月
 11 
日
、
方
城
・
赤
池
・
金
田
糸
田
町
に
よ
る
糸
田
町
民
グ
ラ
 

ウ
ン
ド
で
下
田
川
四
ケ
町
連
合
出
初
め
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

寒
風
が
吹
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、
消
防
法
被
を
着
た
四
ケ
町
消
防
 

団
員
の
列
が
整
然
と
並
ん
だ
、
張
り
詰
め
た
緊
張
感
の
中
で
、
消
 

防
団
長
に
よ
る
服
装
点
検
や
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
尽
力
 

し
た
方
達
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
後
、
全
団
員
と
消
防
車
が
グ
ラ
ウ
 

ン
ド
を
ー
周
行
進
し
、
心
新
た
に
気
を
引
き
締
め
て
ー
年
の
防
火
 

と
消
防
活
動
に
当
た
ろ
う
と
決
意
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
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ーー二11・二「二 

島届もっき蕊三ろってましたよ 

方城町立 

地域そ意三喜援センタ、 
だんだん暖かくなり小さなお子さんと一緒に出かけるのにもよい季節になります。 

子育て支援センターにもぜひ遊びに来てください。お待ちしています。 

楽しい遊びステキな出会いがいっばいです。 

●すずらん保育所 

お面を作った後、豆まきをしました。赤鬼 

君や青鬼君と一緒にダンスもしました。 

★5日（金） ミニコンサート 
大人も子どもも一緒に楽しめて心が温か 

くなるコンサート。 

バイオリンの音色にのせて童謡からクラシ 

ックまで楽しみませんか。 

★9日（火） リズム遊び 
*24日（水） 誕生会 

) 

す
べ
っ
て
…
転
ん
で
・
・
・
 

氷
の
上
は
お
も
し
ろ
い
 

2
月
5

・6
日
の
二
日
間
、
年
長
組
の
園
児
が
飯
塚
の
ア
 

イ
ス
パ
レ
ス
に
ス
ケ
ー
ト
に
行
き
ま
し
た
。
 

ま
ず
は
、
転
び
方
や
立
ち
方
の
基
本
と
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
 

で
の
マ
ナ
ー
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
 

ツ
ル
ツ
ル
の
氷
の
上
で
は
、
「
 

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
何
度
も
 

一 

“
す
て
ー
ん
ー
と
尻
餅
を
つ
 
騰「， 

く
園
児
達
の
姿
が
見
ら
れ
』
一
 

ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
、
」
m
 

ど
ん
ど
ん
滑
る
の
が
上
手
」
＼
、
 

く
な
り
余
裕
の
笑
顔
が
出
 

る
よ
う
に
、
全
員
が
滑
れ
 

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

『川 

が
ー
ん
ー
ー
ど
う
し
よ
う
・
・
‘
 

鬼
に
つ
か
ま
っ
ち
ゃ
っ
た
 

▲滑べりはお手のもの、 
転び方にも個性が 

2
月
3
日
節
分
の
日
、
4
・5
歳
児
が
、
大
き
な
だ
る
ま
に
紙
を
貼
っ
 

て
福
の
神
と
青
鬼
を
作
り
ま
し
た
。
 

出
来
上
が
っ
た
青
鬼
に
向
か
っ
て
「
鬼
は
ー
外
」
と
元
気
良
く
豆
ま
 

き
を
し
て
い
た
園
児
達
で
し
た
が
、
そ
こ
に
動
く
コ
ワ
ー
イ
青
鬼
が
登
 

場
し
て
き
て
、
あ
っ
と
」
雫
つ
間
に
捕
ま
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
園
児
達
、
 

あ
ま
り
の
鬼
の
怖
さ
と
ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
と
で
泣
き
出
し
て
し
ま
う
 

・， 

女ず拠 

武ケ’'' 

議’く7 
~一 

▲得意顔の青鬼とショックでア然とする園児 

園
児
続
出
、
部
屋
中
が
大
粒
の
涙
顔
と
泣
 

き
声
に
包
ま
れ
た
節
分
の
日
で
し
た
。
 

後
日
談
…
こ
の
福
の
神
と
青
鬼
は
2
月
 

の
間
、
園
内
に
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
が
、
豆
 

ま
き
の
あ
っ
た
翌
日
の
朝
か
ら
、
保
育
所
に
 

通
っ
て
く
る
園
児
達
 

に
と
っ
て
、
こ
の
青
 

鬼
の
前
を
通
の
が
 

恐
ろ
し
く
て
、
顔
を
 

背
け
る
子
た
ち
が
 

多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
 

▲鬼の面を手作りして豆まき開始 

人形ボードビル 
「ドラ」 

▲あやつり人形に 
興味シンシン 

子供たちに大人気のピノキオ、 

お母さんたちにもモテモテで 

した。 

あ
と
、
も
、
つ
ち
ょ
っ
と
 

ガ
ン
バ
っ
て
よ
 

?
 

‘ 、、気て蕪舞纏轟鵬 
▲背中と足から押されて悪戦中 

ノ 

2月14日、親子ふれあいおたのしみ会が行われました。 

「お母さん、もうちょっとだよ。がんばって」と子どもに背中を 

押されながら、一生懸命に体を前かがみにする親や、「まだ曲が 

るよ」と体の柔らかい園児達の体操、親子が一緒にタオルを使 

って体操することは、日頃仕事などで、なかなか子ども達とスキ 

ンシップがとれない親達にとって大切な触れ合いの時間だった 

ようです。 

●ぎんなん保育園 

りソポィン人アドバイス 相談日 毎週月～金曜日 9:OO--16:O0 

ママとパパはほめる名人 しかる天才 

甘やかしやおせっかいは子どもの自立を妨げます。 

しかるー方で励ますこと、かばう事も忘れないで下さい。 

問い合わせ 

方城町立地域子育て支援センター 

公囲0947・22・2401 

) 

(（熱 

▲園児に負けないように 
頑張った「ボディーパーカッション」 

手マミービクス 手作りサークル 

ペガサス さくらんぼ 嘩 
毎週金曜日10:00-- 轡「ら
場所 子育て支援センター 1 

毎週月曜日10:00--
場所 保健福祉センター 

あぶあぶ 
クラフ 

毎週水曜日14:00--
場所 中央保育所遊戯室 

小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い
 

て
も
大
丈
夫
、
汗
を
流
し
 

て
ス
ト
レ
ス
解
消
し
ま
せ
 

ん
か
。
 

熱
 

写
廓
（
鷺
 

（
一
 

驚
鰍
静
 

し
糾
臓
属
 

二
 

必
鷲
？
 

か
零
離
f
 

一
 

輸
撃
 

 ノ 

ー
ン
か
す
 

）
醸
タ
 

ま
 

叫

寧

て

 

」一『 

一つ 

t

‘ま ▲
 

子
育
て
の
話
を
し
な
が
 

ら
わ
い
わ
い
楽
し
く
色
々
 

な
物
を
手
作
り
し
て
い
ま
す
。
 

12 

月
に
は
ビ
ー
玉
の
ツ
 

リ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
 

2
月
2
1
日
地
域
交
流
 

セ
ン
タ
ー
で
、
中
央
・
第
一
保
 

育
所
の
園
児
達
が
一
緒
に
 

参
加
し
て
の
「
ひ
な
ま
つ
 

り
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
か
 

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
の
た
め
に
、
園
 

児
達
は
何
日
も
前
か
ら
交
 

流
セ
ン
タ
ー
で
、
何
度
も
 

合
唱
や
楽
器
の
演
奏
練
習
 

を
重
ね
、
音
楽
教
室
の
先
 

生
や
保
育
士
達
も
熱
心
な
指
導
に
あ
た
り
な
が
ら
園
 

児
達
と
一
緒
に
作
り
上
げ
て
来
た
コ
ン
サ
ー
ト
。
 

演
奏
す
る
時
は
真
剣
な
顔
の
園
児
達
も
、
演
奏
が
終
 

わ
る
と
観
客
席
に
向
か
っ
て
満
足
そ
う
に
、
に
っ
こ
り
笑
 

顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
園
児
の
演
奏
を
見
に
来
て
い
た
方
達
か
ら
、
一
 

つ
ひ
と
つ
の
演
目
が
終
わ
る
た
び
に
会
場
か
ら
大
き
な
 

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

き
く
組
、
す
み
れ
組
ト
▼
 

ど
ち
ら
の
ピ
ア
二
力
演
奏
も
 

音
が
ピ
ッ
タ
リ
あ
っ
て
ま
し
た
 

舞台の上は、 

だいり様とおひな様の 
‘，登笑顔がいっばい 
‘か7I ●中央・第一保育所 
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ーわたしの主張ー 

ー弁城小学校ー 

「おはよう」から、 

つながる 

学校への道 
▲元気なあいさつを交わして登校です 

毎朝、小学校の校門近くの歩道に立って、登校中の児童に「おはよう」と声を 

かけている男性の姿に、みなさん気づいていますか。 

季節、天候に関係なく毎日『あいさつ運動』をされている新町の加来剛さん 

です。 

加来さんが『あいさつ運動』を始めたきっかけは、集団登校ではなく一人で登 

校してくる児童が気にかか以「おはよう」と声をかけることで、友達と一緒に明 

るく元気に学校に通えるようになれば、という思いでした。 

この日も力目来さんに大きな声ソ」、さな声で「おはよう」と返して登校していく 

児童と、通勤途中の車から会釈していく地域の方の姿が見られました。 

自己記録に 
L td. Mi 挑戦だ 

界’ノーvーー 

麟識ロにして 

2月3日、グラウンドで児童全員参加 

による全校マラソン大会がありました。 

当日のグラウンドに雪は、降らなか 

ったものの風が強く吹き、大変寒い 

中での大会となりましたが、懸命に 

走る児童達は、大勢の方達の温かい 

声援をうけ、児童達それぞれが立て 

た目標の自己記録に挑戦しました。 

子どもの頃に 
戻ったみたい 

2月3日、PTA給食厚生委員会主催 

の給食試食会が行われました。 

保護者達にとっても、久しぶりにロ 

にした給食の味は、なつかしかった 

ようで、試食しながらの話も弾んで 

いました。 

熱ら 

A
自己記録に挑戦中 

▲小学校時代はどんな給食時間でしたか 

ー伊方小学校ー 

ふれあおう！ 
スーパー 

おじいちや九ノ 
おばあちゃん 

. 

スーバーおじいちゃん、おばあちゃ 

んってなに？ 

子ども達にとっておじいちゃん、お 

（、ばあちゃんはん、ろいろなことができ 

～ノるスーバーマンのようなイメージです。 

それも身近に居てくれるスーパーマ 

ン…スーパーマンが得意にしている 

ことを弟子になって一緒に学んでみ 

たい、自分達もできるようになりたい 

と思う子ども達が、おじいちゃん、おば 

あちゃん達に対する尊敬の気持ちを 

いっぱい込めてつけた名前です。 

3年生の児童が総合学習として、2 

月2日から17日の間で、校区内に住ん 

でいるおじいちゃん、おばあちゃん達 

とのふれ合いを通して、昔の生活や、 

暮らしの知恵、考え方、生き方を教わ 

りました。 

学習を終えた児童のひとりは、編み 

、物を教えてもらった高柳いのさんの 

’ことを、「簡単そうに見えた編み物だ 

ったけど、実際にやってみると、とって 

もむずかしかったです。簡単に編み物 

ができる、おばあちゃんはスーバーだ 

と思います。」と感想を書いていました。 

ー‘丑士．金＋叱Ih当燃ー 

。。。お互いによろしく IT 1 1-1-ヴw」、プーI入 
交流会後の児童達からは、「最初 

は恥ずかしかったけど、友達になれ 

てうれしかった。こんな交流会をも 

っとしたかった。」r4月の入学が楽し 

みだ。」などの感想が聞かれました。 

この交流会が新しい中学校生活 

のスタートを切れるきっかけのーつ 

になればと思います。 

2月6日、伊方・弁城小学校の6年生 

の交流会が開かれました。 

4月から同じ中学校に通う児童達 

ですが、今までふれ合う機会が少なく、 

それぞれが緊張しながらも自己紹介 

をした後、みんなで簡単なレクレー 

ションをして楽しい一時を過ごしま 

した。 
▲親しくなるのに時間なんて関係ないみたい 
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方城町立方城中学校 2年 

芦馬 聡美 

障害は 
つの個性 

私
は
、
最
近
学
校
で
『
s

（
エ
ス
）
』
と
い
う
言
葉
を
、
耳
 

に
し
ま
し
た
。
数
学
の
問
題
が
解
け
な
か
っ
た
り
、
何
か
 

間
違
っ
て
し
ま
っ
た
人
に
対
し
て
、
「
お
ま
え
、
s
じ
ゃ
ね
 

ん
か
？
」
や
「
あ
の
人
、
s
な
ん
や
な
い
と
？
」
な
ど
冗
談
 

は
ん
ぶ
ん
で
言
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
 

s
廿
（
イ
コ
ー
ル
）
障
害
と
し
て
、
人
を
バ
カ
に
し
て
い
 

る
人
が
い
ま
す
。
『
障
害
』
と
い
う
言
葉
は
本
当
に
人
を
バ
 

カ
に
す
る
よ
う
な
言
葉
な
の
で
し
ょ
う
か
。
 

2
年
前
の
ク
リ
ス
マ
ス
、
私
は
あ
る
人
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
人
は
両
腕
が
生
ま
れ
つ
き
な
く
、
 

左
足
も
右
足
の
半
分
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
人
 

の
名
前
は
「
レ
ー
ナ
・
マ
リ
ア
」
、
世
界
を
飛
び
ま
わ
る
シ
 

ン
ガ
ー
で
す
。
私
は
今
で
も
彼
女
が
言
っ
た
こ
と
を
は
っ
 

き
り
覚
え
て
い
ま
す
。
 

「
私
は
自
分
の
こ
の
体
を
、
障
害
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
自
分
の
ー
つ
の
個
性
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

や
せ
て
い
る
人
や
、
太
っ
て
い
る
人
と
同
じ
こ
と
な
ん
で
 

す。」 彼
女
は
こ
う
言
っ
て
、
明
る
く
す
ん
だ
歌
声
で
私
を
元
 

気
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

私
は
小
学
校
の
こ
ろ
母
に
、
 

「
障
害
を
も
っ
て
い
る
人
は
か
わ
い
そ
う
。
」
と
言
っ
た
こ
 

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
母
は
私
に
こ
う
言
い
ま
 

し
た
。
 

「
か
わ
い
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。
ど
こ
ま
で
が
普
通
 

で
、
ど
こ
か
ら
が
障
害
な
の
か
、
だ
れ
か
が
、
勝
手
に
決
め
 

た
こ
と
な
ん
だ
よ
。
少
し
目
が
悪
い
こ
と
が
障
害
な
ら
、
 

「第 
10 

回
わ
た
し
の
主
張
田
川
地
区
大
会
」
が
2
 

月
7
日
に
方
城
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
 

10 
市
町
村
の
代
表
 11 
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
 

方
城
町
の
代
表
と
し
て
方
城
中
学
校
2
年
の
芦
 

馬
聡
美
さ
ん
が
、
会
場
に
来
て
い
た
観
客
に
向
か
っ
 

て
、
落
ち
着
い
た
声
で
し
っ
か
り
と
自
分
の
主
張
を
 

発
表
し
ま
し
た
。
 

お
母
さ
ん
も
聡
美
も
障
害
者
に
な
る
ん
だ
よ
。
で
も
、
お
 

母
さ
ん
も
聡
美
も
か
わ
い
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
？
」
 

私
は
う
な
ず
き
ま
し
た
。
母
は
そ
の
後
、
レ
ー
ナ
・
マ
リ
 

ア
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、
障
害
っ
て
い
う
の
は
一
人
ひ
と
 

り
が
も
っ
て
い
る
個
性
だ
か
ら
と
私
に
教
え
て
く
れ
ま
 

し
た
。
 

母
や
レ
ー
ナ
・
マ
リ
ア
さ
ん
が
言
っ
た
 

『
障
害
は
ー
つ
の
個
性
』
 

私
は
こ
の
意
味
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
分
 

か
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
 

で
も
、
ま
だ
私
の
ま
わ
り
に
は
『
障
害
』
に
偏
見
を
も
っ
 

て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
『
s
』
と
い
う
言
葉
を
友
 

達
に
対
し
て
簡
単
に
使
っ
た
り
、
車
イ
ス
に
乗
っ
て
い
る
 

人
を
気
持
ち
悪
い
と
言
っ
た
り
。
『
障
害
・
s
』
そ
の
意
味
 

さ
え
も
よ
く
知
ら
ず
に
使
っ
て
い
る
人
が
い
る
の
で
す
。
 

『
障
害
』
や
『
障
害
者
』
、
ま
た
そ
の
人
の
気
持
ち
な
ど
、
 

私
た
ち
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
知
る
必
要
が
 

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
が
そ
れ
を
知
っ
た
 

と
き
初
め
て
『
障
害
』
に
対
す
る
偏
見
が
な
く
な
る
の
で
 

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

私
は
こ
れ
か
ら
、
ま
ず
は
身
近
な
友
達
か
ら
、
「
障
害
は
 

か
わ
い
そ
う
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
二
 
つ
の
個
性
な
ん
だ
」
 

と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
 

そ
れ
と
同
時
に
自
分
自
身
も
、
『
障
害
』
レ
ー
ナ
・
マ
リ
ア
 

に
つ
い
て
も
っ
と
も
っ
と
学
ん
で
い
き
た
い
な
と
思
い
 

ま
す
。
 

老

人

大

学

俳

句

教

室

 

講
 

一

 

ー
 

．クロ・ 

迦
れ
添
ふ
て
進
ん
で
を
る
は
郵
麟
 

裁
の
弟
の
郷
り
な
す
或
蹴
機
構
か
な
 

迦
く
友
の
配
跳
と
あ
り
赦
俄
相
 

登
製
の
遂
き
訟
嵐
や
家
事
弗
か
り
 

蹴
繊
は
少
t
掲
え
め
彫
麟
奏
 

出
っ
ぱ
な
を
犬
に
野
ま
れ
t
蕗
の
義
 

磯
署
を
鷹
り
て
よ
り
の
魅
や
ら
ひ
 

熱
の
花
の
や
う
な
山
議
格
蹴
t
t

ま
 

零
討
脚
奏
い
た
く
な
り
鳥
の
声
 

目
の
確
鷹
す
と
信
t
鷲
碑
 

祖
の
火
の
嫌
に
高
き
誘
割
揚
 

い
ち
り
ん
 

か
ん
こ
う
は
い
 

た
か
ら
 

一
」
以
m

（
ノ
ー
、
葺
林
、
・
引
』
苗
」
（
ノ
ー
ユ
ェ
」
プ
ー
ノ
、
 

畿
灘
の
海
お
だ
や
か
に
春
近
t
 

池
田
 

一
歩
 

選
 

講
 

師
 

桑
野
 

園
女
 

永
野
美
智
子
 

松
本
ミ
ネ
ヤ
 

尾
崎
 

和
子
 

桑
野
 

昌
宣
 

白
石
 

鶴
代
 

藤
井
 
治
彦
 

渡
辺
 

一
枝
 

鈴
木
秋
風
子
 

永
末
 
公
恵
 

野
村
 

鈴
子
 

白
石
 

凡
子
 

歳
時
記
に
は
三
月
三
日
の
「
ひ
な
ま
つ
り
」
は
女
の
子
の
行
く
末
を
寿
（
こ
と
 

ほ
ぎ
）
祝
う
意
味
だ
け
で
な
く
行
事
と
t
て
時
代
色
、
地
方
色
豊
か
で
、
ゆ
か
t
 

く
美
t

い
。
…
と
あ
り
ま
す
。
 

柳
川
市
の
「
さ
げ
も
ん
」
は
鶴
や
鶏
、
ま
り
な
ど
色
鮮
や
か
な
布
細
エ
を
ひ
も
 

に
通
t
、
天
井
か
ら
つ
り
下
げ
て
い
ま
す
。
浮
羽
郡
の
吉
井
町
や
、
日
田
市
の
豆
 

田
町
の
ひ
な
か
ざ
り
、
竹
田
市
の
「
竹
び
い
な
」
な
ど
大
変
に
ぎ
や
か
で
す
。
 

近
く
で
は
、
直
方
市
や
飯
塚
市
も
通
り
に
、
ひ
な
か
ざ
り
を
t
て
い
る
と
こ
 

ろ
も
あ
る
そ
う
で
す
。
 

◆
皆
さ
ん
も
一
句
い
か
が
で
す
か
◆
 

た
 

か
ざ
 

ひ
い
な
 

誰
が
た
め
と
な
く
飾
り
置
く
雛
か
な
 

稲
畑
 

汀子 
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主
月
暇
 

t
!
 

案
内
板
 

こ
注
意
を
…
4
月
か
ら
 

検
査
を
実
施
し
ま
せ
ん
 

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
 

⑨
4

月
か
ら
検
便
検
査
・
飲
用
井
 

戸
水
等
の
水
質
検
査
を
実
施
し
 

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
民
間
の
 

検
査
機
関
等
を
利
用
し
て
く
だ
 

さ
い
。
 

▼
問
い
合
わ
せ
 

田
川
保
健
福
祉
 

環
境
事
務
所
 

容
4
2

・
9
3
 

一 
（づ 

平
成
 16 
年
度
 

県
政
モ
二
タ
ー
募
集
 

県
民
情
報
広
報
課
 

▼
応
募
資
格
 
県
内
に
居
住
す
る
 

18 

歳
以
上
の
人
（
国
・
地
方
公
共
 

団
体
の
議
員
、
常
勤
の
公
務
員
、
 

平
成
 14 

・ 15 

年
度
県
政
モ
ニ
タ
 

ー
経
験
者
を
除
く
）
 

▼
任
期
 

5
月
下
旬
5
H
 17 

年
3
 

月
 31 

日
 

ほ
う
じ
ょ
う
温
泉
（
仮
設
）
 

浴
場
閉
鎖
し
ま
す
 

現
在
、
進
め
て
い
ま
す
温
泉
施
 

設
新
設
工
事
の
進
捗
に
伴
い
、
5
 

月
 30 

日
（
日
）
を
も
っ
て
、
仮
設
温
 

泉
施
設
を
閉
鎖
し
ま
す
。
 

町
内
の
皆
様
に
は
4
年
5

ケ
月
 

の
間
、
仮
設
温
泉
施
設
の
利
用
、
誠
 

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

尚
、
新
施
設
の
オ
ー
プ
ン
は
、
今
 

秋
 11 

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

今
後
と
も
、
ほ
う
じ
ょ
う
温
泉
 

を
ご
愛
好
頂
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
 

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

企
画
調
整
課
 

四1目マ肩が園 
田川市 
■ TAGAWA シテイーマラソン大会 
小学生から一般まで2・4・l0 キ口に分かれて健脚を競います。 
と き 3 月14日（日）9時20分 
ところ 県立東鷹高校スタート・ゴール 
問い合わせ 生涯学習課体育科係 公44・7370 
■石炭資料館のミ二企画展「街道をゆけば～秋月街道と田川～」 
田川を交差するさまざまな道。そのーつ「秋月街道」をご一緒しませんか？ 
と き 3 月6日（土）-4月4日（日） 
ところ 田川市石炭資料館 
問い合わせ 田川市石炭資料館 公44・5745 

金田町 
■ふれあい探訪（神崎編） 
～ふるさと金田の歴史を探ってみませんか～ 
と き 3 月20日（祝）受付8時50分 出発9時 
ところ 総合会館～金田町内（飯土井神社・釈迦堂・法蔓山鶴林寺石仏 
群ほか） 
問い合わせ 生涯学習課 公22・2200 
■第13回文化講演会 
「橋幸夫が語る、介護・夫婦・家族とは・・・」 
講 師 橋幸夫さん 
入 場 無料 
と き 3 月28日（日）19時～ 
ところ 総合会館 
問い合わせ 生涯学習課 公22・2200 

香春町 
■ふる里かわら梅まつり 
催 し 護摩焚き、お茶会、力ラオケ大会、モデル撮影大会ほか 
と き 3月7日（日）10時15分～15時 雨天の場合 中止 
ところ 神宮院・高座石寺 

糸田町 
■糸田町大熊団地第2期分譲申込受付開始 
公募26区画 4 ,88〇，320円（302 nfl~ 7 ,896 ,000 
円（525市）まで 

受付期間 4 月1日（木）-20日（火）まで（土日・祝祭日休）8時30分～ 
17時15分 
※電話での申込はー切受付できません。 
受付場所 糸田町役場2階 企画財政課管財係 公26・1 232（直 
通） 

添田町 
■第7回英彦山酒造酒蔵開放 
新酒などの試飲や即売、利き酒大会などで賑わいますよ。 
と き 3 月27日（土）28日（日）10時～16時 
ところ・問い合わせ よろずや酒造脚 公47・021 0 

1月の事件●事故数 方城町内の
事件事故発生状況／田川警察署 

‘日で ' 
一~ ~ 

空巣・忍込み等 1件 +1 ~ 
交通事故発生（負傷者） 2件（3人） -4（一6) ~ 

車上ねらいが田川地区全域で多発しています。車を離れる際は必ず力ギをか 

け、車内には品物を置いたままにしないよう、自主防犯を心がけてください。 

「 -ニIi年健 
ロL炭Fジこョ叱 r 

寒い寒いと言ってる内に、暦の上ではもう春。 

春、3月は、やっばり卒業シーズンですね。町内の保育所や学校で卒業 

式が行われ、そこかしこで別れの風景が見られます。 取材している、こ 

ちらまでジーンとさせられます。（私にとっては数十年前の話ですが） 

また、これからは菜の花、桜の花と花の季節到来…と一緒に花粉の季 

節もやって来ます・・・花粉症の方が、温かい陽気に誘われて外出しようと 

思うと、目のかゆみ、鼻水、くしゃみ連発が襲ってきて、おまけに、薬などを 

飲めば、ぼおーとして辛く苦しい…忍耐の日々が続く。（私は、早々と花 

粉症が出ていますが）みなさん、せっかくの春です。万全な花粉対策をし 

てください。（鉄） 

'‘、「v八I▼、パ，IvI. 

筑豊地区読書ボランテイア交流会 

大好評でした 
1月28日、方城町中央公民館で「平成15年度筑豊地区 

読書ボランティア交流会I」が開催されました。筑豊地区 

20市町村から106名の参加があり、5つの読書ボランティ 

アによるブラックシアターや力ップシアター・詩の朗読など 

多彩な内容の実践発表がおこなわれました。 

方城町からは読書ボランティアの『赤いふうせん』が【手 

袋人形】・【エプロンシアター】・【素話】の実演を行い大変 

好評でした。 

平成14年8月に発足した『赤いふうせん』の活動も定着 

し、毎月第2火曜日を練 

習日とし、第3土曜日午 

後1時30分から児童セ 

ンターで読み聞かせ会 

を実施しています。興 

味のある方は是非参 

加してん、っしょに活動 

してみませんか。 

お問い合わせ 

社会教育課 容22・43 

00 

ーJうき之Il モう左二1 

』区読書ボラン二 

~ 
みんな読んでね 

1月及び 
2月期新規購入本の 

紹介です。 

ー~ 

1月は『現在購入中の本（コミックス）』の補充に当てました。そ 

れ以外では以下の本を・・・ 

蹴りたい背中／綿矢りさ（今年度の直木賞作） 

蛇にピアス／金原ひとみ（今年度の芥川賞作） 

号泣する準備はできていた（今年度の芥川賞作） 

ちいさいモモちゃん1-3 ／松谷みよこ 

2月新規購入本は 
文庫等の補充をします。文庫が中心ですが趣味・社会学の 

本も購入予定です。 

 ' 

2004 MARCH 

▼
謝
礼
 

活
動
状
況
に
応
じ
て
謝
 

礼
（
図
書
券
）
を
進
呈
 

▼
応
募
締
切
 

3
月
 25 

日
（
消
印
 

有
効
）
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

県
 

民
情
報
広
報
課
広
聴
係
 

容
〇
 

9
2

・
6
4
3

・
3
1

〇
3
 

忘
れ
ず
に
…
労
働
保
険
の
 

年
度
更
新
手
続
き
を
 

⑨
労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用
）
の
『
年
 

度
更
新
手
続
き
』
と
は
、
前
年
度
 

（
平
成
 
15 

年
度
）
に
申
告
・
納
付
 

さ
れ
た
概
算
保
険
料
を
確
定
精
 

算
し
、
あ
ら
た
め
て
、
当
年
度
（
平
 

成
 16 

年
度
）
の
概
算
保
険
料
を
 

申
告
・
納
付
す
る
こ
と
を
い
い
 

ま
す
。
 

労
働
保
険
の
適
用
事
業
場
は
、
 

毎
年
手
続
き
が
必
要
で
す
。
 

4
月
1

日
か
ら
5
月
 20 

日
ま
で
 

に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
い
合
わ
せ
 

福
岡
労
働
局
労
 

◆
 

働
保
険
適
用
室
 

※
労
働
保
険
番
号
に
よ
っ
て
問
い
 

合
わ
せ
先
電
話
番
号
が
違
い
ま
 

す。 

▽
番
号
4
0
1
か
ら
の
申
告
書
 

適
用
第
1

・2
係
 

公
〇
9
2

・ 

4
3
4

・
9
8
3
3
 

▽
番
号
4
0
3
か
ら
の
申
告
書
 

適
用
第
3
係
 

公
〇
9
2

・4 

3
4

・
9
8
3
4
 

お
届
け
し
ま
す
 

リ
サ
イ
ク
ル
肥
料
『
博
多
の
び
の
び
』
 

⑨
家
庭
な
ど
か
ら
出
る
下
水
を
大
 

切
な
資
源
と
し
て
発
酵
、
殺
菌
 

処
理
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
肥
料
で
 

す。 
こ
れ
か
ら
の
春
の
園
芸
シ
ー
ズ
 

ン
を
迎
え
、
野
菜
、
花
、
庭
木
な
 

ど
に
幅
広
く
使
用
で
き
ま
す
。
 

▼
価
格
 

1
セ
ッ
ト
5

〇
〇
円
（
 

10 

蛇
入
り
2
袋
、
配
送
料
・
消
費
 

税
込
み
）
 

▼
配
送
時
期
 

申
込
後
、
2

週
間
 

程
度
 

▼
申
込
先
 

（
財
）
福
岡
市
下
水
道
 

資
源
セ
ン
タ
ー
 
公
o
l
2

〇・ 

8
O
3

・8

〇
4
 

平
日
午
前
 

9
時
5
午
後
5
時
 

イ
エ
口
ー
マ
ン
グ
ル
ー
プ
 

公
演
 

イ
エ
ロ
ー
マ
ン
グ
ル
ー
プ
の
4
 

人
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
（
役
者
）
と
ミ
ユ
 

ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
イ
ン
プ
ロ
（
即
 

興
）
シ
ョ
ー
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

▼
と
き
 

4
月
 25 

日
（
日
）
 
19 

時
5
 

（
予
定
）
 

▼
と
こ
ろ
 

嘉
穂
町
生
涯
学
習
セ
 

ン
タ
ー
 
夢
サ
イ
ト
か
ほ
 

▼
対
象
 

小
学
校
4
年
生
以
上
 

▼
参
加
費
 

子
ど
も
1

、5

〇
〇
 

円
 
大
人
2
、
〇
〇
O
円
 

▼
問
い
合
わ
せ
 

（
特
）
こ
ど
も
と
 

文
化
の
ひ
ろ
ば
 
わ
い
わ
い
キ
 

ッ
ズ
い
い
づ
か
内
 
Y
M
G
実
 

行
委
員
会
 

容
〇
9
4
8

・2 

8
・
7
3
1
9

（
月
・
水
・
金
）
 

「
歩
い
て
学
ぶ
糖
尿
病
」
 

筑
豊
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
 

⑥
よ
り
よ
い
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
 

を
目
指
し
て
。
 

▼
と
き
 

4
月
 18 

日
（
日
）
9
時
5
 

▼
と
こ
ろ
 

県
営
筑
豊
緑
地
 

▼
対
象
 

糖
尿
病
治
療
中
の
患
者
 

と
家
族
・
友
人
 

▼
参
加
費
 

無
料
（
主
治
医
と
相
 

談
の
う
え
、
参
加
し
て
下
さ
い
。
）
 

※
雨
天
時
、
当
日
朝
7

時
迄
に
決
 

定
 

▼
申
し
込
み
 

（
社
）
稲
築
病
院
 

薬
局
 
今
給
梨
 
修
 

公
o
9
 

4
8

・
4
2

・
1
1
l
O
 

, 

在
宅
介
護
関
係
者
研
修
 

介
護
を
受
け
る
人
、
介
護
を
提
 

供
す
る
人
が
共
に
考
え
て
も
ら
う
 

た
め
に
。
 

▼
と
き
 

3
月
 18 

日
（
木
）
 
13 

時
5
 

16 
時
 

▼
と
こ
ろ
 

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
 

2
階
ア
リ
ー
ナ
ー
棟
 

▼
内
容
 

訪
問
介
護
・
看
護
、
居
宅
 

介
護
支
援
職
員
の
実
践
報
告
 

講
演
会
 
講
師
 
小
林
完
吾
さ
 

ん
 

▼
受
講
料
 
無
料
 

▼
申
込
み
・
間
い
合
わ
せ
 

（社） 

県
社
会
福
祉
協
議
会
 
福
祉
振
 

興
部
 
介
護
実
習
課
 

容
O
9
 

2
・
5
8
4

・
3
3
5
1
 

行
政
書
士
の
無
料
相
談
 

つ
る
も
と
行
政
書
士
事
務
所
 

遺
産
相
続
、
贈
与
、
遺
m
l
ロ
書
、
内
 

容
証
明
、
契
約
書
、
離
婚
、
財
産
管
 

理
、
任
意
後
見
人
契
約
選
任
手
続
 

き
な
ど
の
無
料
相
談
を
随
時
受
け
 

付
け
て
い
ま
す
。
 

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ
 

つ
る
も
と
行
政
書
士
事
務
所
 

（
金
田
町
）
 

鶴
元
光
秋
さ
ん
 

公
2
2

・1 

(
b
7
2
 

⑩碕広報ほうじよう 2004年（平成16年）3月 2004年（平成16年）3月 市広報ほうじょう⑩ 



2I,tiP 
なりまし戸 

C つI お誕生日おめ‘ 

‘。, 、と芦育百があふれる、 

託気いつばしきご委ど',芸デます。 告影手0)写真を待つしより。 
3月3日は、ひなまつり、女の子が健康に、す 

くすく成長していくことを願って『雛人形』 

を飾り、甘酒やひなあられ、ちらし寿司など 

を作って、お祝いする家庭もあるのではない 

でしょうか。 

企画調整課まで応募ください。 

ももか 

原田 桃香ちゃん 
平成15年2月22日生（立岩住宅） 

〈原田成司・亜希子〉 

◆メッセージ◆ 

1歳おめでとう 

心優しい子に育ってね 

4
月
・
5
月
に
誕
生
日
を
迎
え
る
3
歳
ま
で
の
子
を
募
集
し
て
い
ま
す
 

(4
月
 12 
日
締
切
り
・
敬
称
略
）
 

絵を描くのが大好きです 
~」‘ 

全国農業協同組合中央会主催第28回「ごはん・お米とわたし」作文・図画コンク 

ールで方城中学校3年生の土肥由梨香さんが出品した絵画「上手に炊けたよね」 

が文部科学大臣賞を受賞し、1月16日東京都で表彰式が行われました。 

土肥さんは小さい頃から絵を描くことが 

好きで、日常生活のーコマを切り取った風 

景を題材にした作品が多くソ」、学校1年生 

の時から色々なコンクールに出品してきま 

した。 

「ご飯のイメージとして飯ごう炊飯が浮 

かびました。これまでキャンプとかでは雨 

に遭うことが多く、実際には野外での炊飯 

体験はしたことがありません。飯ごう炊飯 

をしてみたい気持ちを絵に表現しました。 

また今回が中学校最後になるので好きな 

絵画を出品したかった。受賞できて、とても 

嬉しいです。」と受賞した感想を語ってく 

れた土肥さん、「水彩画は夏休みなどの長 

い休みの時に集中して描きます。日頃は漫 

画を描くことが多いです。」と中学生らし 

い―面も覗かせてくれました。 

島
只
 

状
 

・ 

回
画
一
ニ
部
 

唱
川
嘉
虞
嘉
愛
議
枝
 

あ
り
に
刀
作
品
は
全
皿
来
t
掛
同
性
今
 

中
央
各
主
推
筆
ニ
太
旦
ニ
は
ん
お
未
て
 

1
1
 
し
、
作
久
日
画
？
ノ
ク
ー
ル
に
h

、ンー 

俊
か
く
あ
る
て
認
カ
ら
れ
1
し
た
二
こ
に
 

・
父
励
力
に
カ
こ
れ
を
小
ハ
し
ま
す
 

平
戒
＋
六
干
一
“
（
六
u
 

▲表彰式が行なわれた会場で、受賞作品と共に… 

方城町の人口●男3,716人女4,123人計7,839人世帯数3,023戸 

編
集
ノ
 
方
城
町
役
場
企
画
調
整
課
 
〒
8
2
2

・
1
2
9
3
 

福
岡
県
田
川
郡
方
城
町
弁
城
2
2
3
7

'1 

発
行
ノ
容
0
9
4
7

・
2
2

・
O
5
2
O

（
代
）
囲
0
9
4
7

・
2
2

・
0
7
7
1
 

印
刷
／
（
有
）
川
崎
印
刷
 


